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２０２０年５月度 建築音響研究会 開催報告 

 

５月度の研究会は，新型コロナウイルス感染症対策の一環で，オンラインで開催いたしまし

た。研究会のテーマは残響室法吸音率で，4件の研究発表が行われました。室内温度勾配が残響

室法吸音率測定に及ぼす影響，残響室内の温度分布が残響時間に与える影響，減衰密度を用い

た残響室法吸音率測定に関する基礎的検討，時間領域 FEM による通気性膜吸音体の残響室法吸

音率の数値予測，など幅広い議論が行われました。34 名の参加者により，活発な質疑討論が行

われ大変有意義な研究会となりました。 

 今回はじめてのオンライン開催でしたが，大きな事故もなく終わることができ，安心してお

ります。福岡，静岡，兵庫など当初の開催地からは遠方の参加も多数あり，活発な議論ができ

た点も，オンライン開催ならではと思います。 

 今後も引続き積極的な話題提供と研究会への多数のご参加をお願い申し上げます。 

 

■開催概要 

日 時 令和 2年 5月 28 日(木) 

13:30 〜 16:30 

場 所 オンライン開催 

参加者  34 名 

 

■発表題目および内容概要（テーマ：一般） 

※以下の概要は建築音響研究会資料の「内容概要」から転載したものです。 

 

１． 室内温度勾配が残響室法吸音率測定に及ぼす影響 

〇星野嗣人(鹿島技研（当時：大分大大学院)），富来礼次，大鶴徹 (大分大学) 

【概要】 残響室法吸音率の測定を規定する JIS A 1409 では，試料と室空気間の温

湿度平衡に関する記述はある一方で，残響室内の空気の温度分布に関する規定はない。

そこで本稿では，残響室法吸音率の測定において温度勾配が測定値に与える影響につ

いて，有限要素法を用いた数値実験と Kawakami らの提案する減衰曲線の空間集合平

均，Power law-Decay による評価方法を用いて検討した。まず，数値実験により，温

度分布に上層高温の勾配がある場合に，温度が均一な場合より吸音率が大きく推定さ

れる可能性を示した。続いて，特に試料の吸音率が大きい場合に Power-law Decay に

よる減衰曲線の湾曲が変化することを示した。以上より，温度勾配が残響室法吸音率

の測定に影響を与えることが示唆された。 
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２． 残響室内の温度分布が残響時間に与える影響 

◯豊田 恵美，横山 栄，杉江 聡(小林理研)  

【概要】低周波数帯域における残響時間の時間変動を把握するため，空室状態の残響

室において，残響時間の定期測定をおこなった。この結果から，1 日における残響時

間の変動が大きくなるのは，上下方向の温度差の変化が大きい場合であることがわか

った。そこで，上下方向の温度差の変化と残響時間の測定結果との関係について整理

した。これにより，上下方向の温度差が大きくなると残響時間は短くなり，温度差が

小さくなると残響時間は長くなる傾向であることがわかった。この上下方向の温度差

の違いにより生じる残響時間の変化は，残響室法吸音率測定においては誤差要因にな

ると考えられるが，ここで確認された程度の変動であれば，測定結果に与える影響は

小さいことがわかった。 

 

 

 

 

 

３． 減衰密度を用いた残響室法吸音率測定に関する基礎的 検討 

◯後藤耕輔，中川武彦，山田祐生(竹中技研)  

【概要】 本研究では残響室法吸音率の測定精度向上のため，減衰密度を用いた測定

方法を提案する。まず，室内インパルス応答より減衰密度を算出し，減衰密度より残

響室法吸音率を求める方法を説明する。次に計算モデルから作成された室内インパル

ス応答を用い，残響時間を求めることで提案手法の検討を行う。その後，実際に残響

室法吸音率の測定を実施し，低域において従来手法よりも提案手法が測定点のばらつ

きが少なく安定した測定が行えることを示す。最後に提案手法により 3種類の試料の

残響室法吸音率の測定を行い，得られた結果に対して考察を行う。 
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４． 時間領域 FEM による通気性膜吸音体の残響室法吸音率の数値予測 

◯奥園健，坂上公博（神戸大学） 

【概要】 通気性膜（各種天然・化学繊維素材の通気性のある薄い織編物・不織布）

は繊維・製造方法・加工技術の組み合わせで様々な機能設計が可能な魅力的な吸音材

料であり，近年，様々な通気性膜吸音体が開発され室内の音響調整に活用されている。

本稿では，著者らの先行研究に基づき通気性膜を時間領域 FEM 解析でモデル化する方

法を提示するとともに，残響室法吸音率の測定を直接的に時間領域で模擬し，最も古

典的な単一通気性膜吸音体を対象として数値解析値を実測値ならびに理論値と比較

した結果を示す。汎用繊維である PET，PP，ガラス繊維素材の材料特性の異なる 8 種

類の通気性膜について検討し，結果として，提示した時間領域解析手法により，通気

性膜の材料特性の違いによる残響室法吸音率の大小関係を予測できることを示す。 

 

 

☆ 建築音響研究会の別刷(バックナンバー)に関する問合先:  

担当幹事(http://asj-aacom.acoustics.jp/backnumber.html)までご連絡下さい。 


